




































































































本稿は，大正大学広報 ilP，号台J( 1985年 10月初日付)児書いたものを一部修正転載したものである。乙こ
での内容は，必ずしも特集テーマに沿ったものとはし 1えないかもしれないが，編集委員会からの要請があり，
あえてそれに乙たえることにした。
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